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標準期間※1 実績

新規 2ヶ月 60～64、71※3日 （2ヶ月程度）

新規
（特定天井あり※2） 2.5ヶ月 －

計画変更 1.5ヶ月 30日（1ヶ月程度）

計画変更
（特定天井あり※2） 2ヶ月 －

軽微な変更 1ヶ月 29～30、40～42※4日（1ヶ月程度）

軽微な変更
（特定天井あり※2） 1.5ヶ月 －

●認定審査期間の実績(2020.10月～12月)（性能評価期間は含みません）

－は該当期間内での実績なしを示す

・コロナウイルスの流行により、認定書交付にやや時間を要しておりま
したが、現状では通常の期間に戻りつつあります。

・コロナウイルス対策対応により、国交省への対面での認定申請
は原則行わないこととなっております。

・今年度の認定申請受付は2月末までとなります。申請を予定している
案件は、お早めに事務局までご相談ください。

※1 標準期間は認定申請～認定書交付までの標準日数を表してい
ます。

※2 特定天井がある場合は「通常の審査期間 + 0.5ヶ月」
を目安としてください。

※3 認定申請後、質疑などの対応に時間を要した案件です。
※4 コロナウイルスの影響により交付に時間を要した案件です。

【解説】押印を求める手続の見直し

国土交通省所管の省令について、申請手続き等に関して押印不要とする
旨の改正が行われました。

〇スケジュール
公布：令和2年12月23日（水） 施行：令和3年 1月1日（金）

※（参考）国交省HP（ https://www.mlit.go.jp/report/press/kouku01_hh_000107.html ）

これに伴い、今後は性能評価・大臣認定申請書類について、各種書類の
押印の要否を下記の通りとさせていただきます。

①大臣認定申請書

②委任状

③代理申請依頼書

④性能評価申請書 ：押印要

①～③は
必ずGBRCより送付する書式を
使用してください。
内容をご確認の上、PDF化して
メールにてご返信ください。

2021年4月以降
押印廃止予定

【トピックス】軽微な変更時の資料作成方法

日頃よりご相談いただくことの多い軽微な変更について、資料の作成方
法をまとめました。

付録：軽微な変更 ポイント整理

また、この付録の内容について解説動画を作成いたしました。
下記URLよりご覧いただけます。（～2/15まで）

：押印不要

：押印不要

：押印要

解説動画・付録ダウンロード用URL
（ https://sites.google.com/view/gbrc-high-building ）
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【お知らせ】大臣認定代理申請の手数料について

国交省への大臣認定申請が郵送申請となりました。当法人で郵送
および電子にて代理申請を行う場合の手数料について改定するこ
ととなりました。

従来：15,000円 郵送・電子申請：10,000円（1月受付分より）

【編集後記】
本号付録では軽微な変更資料作成時の留意点を動画解説とともにご案内しておりま
す。ぜひご視聴ください。さて、新年を迎え、中川よりご報告がございます。

中川（旧姓：山崎）よりご挨拶させていただきます。
私事で恐縮ですが一身上の都合により3月31日をもちまして退職することになりま
した。9年間、性能評価案件を中心に性能証明、確認申請等の業務において大変お
世話になりました。至らぬ点も多く、ご心配・ご迷惑をおかけしましたが、構造の
最前線でご活躍される皆様に多くのことを教えていただき感謝申し上げます。
書面にて恐れ入りますが、あらためてお礼申し上げます。

今後の業務に関しましては大谷・甲谷・尻無濵が対応いたします。
コロナウイルスの収束がいまだ見通せない状況にございますが、皆様の益々のご健
勝をお祈り申し上げます。

中川恵那

また、1月より新規案件（避難・耐火等とのセットでの申請および
複数棟申請を除く）を対象に電子による申請が開始されています。
電子申請に関しては詳細は次号にて解説いたします。

【イベント】セミナー開催報告
今年度のテーマは『一歩先の構造設計』として、WEB配信により構
造技術セミナーを開催いたしました。

特別講演では「構造設計AIの最前線と今後の可能性」と「位相最適
化手法を用いた建築構造デザイン」についてご講演いただきました。

オンデマンド配信では、GBRC性能評定課および耐風試験室より最
新情報を配信いたしました。
合わせて349名と多くの方にご視聴いただきました。お忙しい中ご
視聴いただき、ありがとうございました。

①講演者（ライブ配信）

【特別講演1】 株式会社 竹中工務店 設計本部 アドバンストデザイン部
構造設計システムグループ 副部長 九嶋 壮一郎

【特別講演2】 近畿大学 工学部 建築学科 教授 藤井大地
【パネルディスカッション】

京都工芸繊維大学 デザイン・建築学系 教授 満田 衛資
一般財団法人 日本建築総合試験所 理事長 上谷 宏二

（前掲）藤井 大地
（前掲）九嶋 壮一郎

［敬称略］
②講演者（オンデマンド配信）

一般財団法人日本建築総合試験所 性能評定課 構造グループ 尻無濵 千尋
（同） 環境部 耐風試験室 村上 剛士

特別講演1 特別講演2 パネルディスカッション
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